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会社概要
会社名 木徳神糧株式会社 （KITOKU SHINRYO Co., Ltd.）

代表者代表者 代表取締役社長 木村 良

設 立 １９５０年３月２２日

所在地 東京都品川区東品川２－２－２４ 天王洲セントラルタワー１４階

資本金 ５億２,９５０万円

事業内容 米穀事業、飼料事業、海外事業、その他

従業員 連結３８２名、単独１５０名（臨時雇用者を除く）

連結子会社 （株）ライスピア、木徳九州（株）、（株）備前食糧、内外食品（株）
（株）茨城内外食品、（有）共栄ファーム、キトクフーズ（株）、
関東内外食品事業協同組合、一番保険サービス（株）、
アンジメックス・キトク合弁会社、キトクアメリカ会社、東洋鶏卵（株）

大株主の状況 木村謙三 4.8%
木村初子 4.1%
木村良 3.7%
従業員持株会 3.1%
東京三菱銀行 2.8%

発行済株式数 ８，５３０千株

株主総数 １，１８０名

平成１６年９月末現在
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沿革

単独売上高の推移
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単位：億円 2001年7月 ジャスダックに上場

1982年 新食糧管理法施行

2004年 改正食糧法施行

2000年10月 神糧物産（株）と合併、木徳神糧（株）誕生

1993年 木村社長就任

1950年 木徳（株）設立

1996年 新食糧法施行
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経営理念と経営戦略

経営戦略

・仕入機能と営業力の強化で商品企画と提案力を高める
・生産体制の転換を図り、低コストで高い生産効率を実現する
・有利子負債の圧縮とキャッシュ・フロー経営を推進する

経営理念

誠意と感謝の気持ちを持ち、より高いクオリティを追求し、
新しい価値を創造する企業であり続けます。
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グループの事業内容

米穀事業
911億円 （86%）

食品事業
79億円 （8%）

鶏卵事業
42億円 （4%）

飼料事業
20億円 （2%）

精米
692億円
（76％）

玄米
214億円
（23.5％）
その他

4億円（0.5％）
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グループの主要営業・生産拠点

（株）ライスピア仙台精米工場
備前食糧（株）精米工場

木徳九州（株）精米工場

本牧精米工場

桶川精米工場・飛翔館

内外食品（株）

コメ加工食品事業
笹神工場・新潟

海外拠点

キトクアメリカ（アメリカ）

アンジメックスキトク（ベトナム）

木徳神糧（株）本社



決算状況決算状況
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損益計算書ハイライト（連結）
単位：百万円

491

63

143

△ 312

△ 167

△ 332

増減額

7,2377,404売 上 総 利 益

7,1267,438販 管 費

△ 909

△ 289

△ 33

105,764

03年9月期

△ 418

△ 226

110

105,432

04年9月期

税金等調整前当期純利益

経 常 利 益

営 業 利 益

売 上 高

主 な 項 目

△ 521△ 645 △1,166当 期 純 利 益

1,011△ 263 748法 人 税 等
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米糠、ふすま等糟糠類の販売堅調に推移39163124営業利益

652,0511,986売 上 高
飼料事業

下期の鶏肉相場回復

もち米粉・上新粉販売が堅調に推移

110

105,432

239

7,984

118

4,234

1,012

91,160

04年9月期

143

△ 332

251

48

50

△ 50

△ 46

△ 397

増減額

15年産米の価格高騰、販売数量の減少

主な増減要因

営業利益

売 上 高

営業利益

売 上 高

営業利益

売 上 高

営業利益

売 上 高

△ 33

105,764
連結合計
（消去後）

△ 12

7,936
食品事業

68

4,284
鶏卵事業

1,058

91,557

米穀事業

03年9月期主 な 項 目

単位：百万円

セグメント別の状況
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税金等調整前当期純利益の増減要因

（百万円）

＋491

△600

△400

△1,200

-909

0

△200 -418

2003年9月 2004年9月

△800

△1,000

販管費削減

-144
289

-81
原価悪化

営業外損益
悪化

428

特別損益
改善
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賃借対照表（連結）
単位：百万円

△ 732,5762,649投 資 等

△1,1131,7872,900その他流動資産

△ 18110,42210,603有 形 固 定 資 産

△ 2638,6428,905売 掛 債 権
△ 2053,7513,956棚 卸 資 産

2,1914,4952,304現金および預金

△ 2523,2113,463買 掛 債 務

ソフトウェア 398百万円396542146無 形 固 定 資 産

購入約定済玄米損失引当金８９２百万円

繰延税金負債 ８２５百万円1,9953,7371,742そ の 他 負 債

現預金差引後のネットで前期比約△21億円8020,89220,812有 利 子 負 債

主な増減要因増減04年9月期03年9月期主 な 項 目

61018,67618,066流 動 資 産

14213,54113,399固 定 資 産

75332,21831,465資 産 合 計

1,82227,84026,018負 債 合 計

△1,1873,9045,091資 本 合 計

117472355少 数 株 主 持 分
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キャッシュフロー計算書

（百万円）

期首残高 営業ＣＦ 投資ＣＦ 財務ＣＦ 換算差額 期末残高

5,000

2003年9月 営業CF 投資CF 財務CF 換算差額 2004年9月
2,287 2,285 101 -200 1 4,474

4,000

0

1,000

2,000

3,000
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36△ 25△ 61その他

60△ 175△ 235借入金による収入･支出

4,0602,386△1,674フリーキャッシュ･フロー

△145△ 153△8その他

(前年度)九州に無洗米工場建設1,462254△1,208有形固定資産の取得・売却

購入約定済玄米損失引当金892、

収用等移転補償金3012,2581,433△ 825その他

△683△ 411272仕入債務増減額

252217△ 35棚卸資産増減額

37946485売上債権増減額

461,000954減価償却費

491△ 418△ 909税金等調整前当期純利益

△1,970

△ 296

△1,216

△ 458

03年9月期

単位：百万円

4,157

96

1,317

2,743

増減額 主な増減項目

2,187ネットキャッシュ･フロー

△ 200財務活動によるＣＦ

101投資活動によるＣＦ

2,285営業活動によるＣＦ

04年9月期主な項目

キャッシュフローの状況（連結）
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決算期変更に関するお知らせ

当社の営業年度は従来10月１日から9月30日までとしておりまし
たが、近年における当社主力取扱商品であります米穀の生産量の
激変ならびにそれに基づく激しい価格変動に対処するため、米穀
年度（11月1日から10月31日まで）を考慮し、営業年度を1月1日か
ら12月31日までとするものであります。

決算期変更の内容：
現在 毎年 ９月30日 → 変更案 毎年12月31日

したがって、決算期変更の経過期間となる今期第57期は、平成
16年10月1日から平成16年12月31日までの３ヶ月決算となる予定
であります。
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業績予想
単位：百万円

26,900

04年12月期（３ヶ月）

予想

105,432売 上 高

04年9月期実績連結業績予想

1,9807,237

240110営 業 利 益

170△ 226経 常 利 益

110△1,166当 期 利 益

107,000

05年12月期予想

1,568

04年9月期との増減額

7,900 663

970 860

680 906

490 1,656

売 上 総 利 益
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業績予想の前提条件
単位：百万円

33163営業利益

4882,051売 上 高
飼料事業

240

26,900

80

2,199

28

1,519

428

22,720

04年12月期

（３ヶ月）予想

営業利益

売 上 高

営業利益

売 上 高

営業利益

売 上 高

営業利益

売 上 高

110

105,432連結合計
（消去後）

239

7,984
食品事業

118

4,234
鶏卵事業

1,012

91,160

米穀事業

04年9月期

実績
セ グ メ ン ト 別 業 績 予 想

△30133

△1511,900

970

107,000

88

8,278

151

6,233

1,890

90,705

05年12月期

予想

860

1,568

△151

294

33

1,999

878

△455

04年9月期
との増減額

配合飼料価格は軟調

東洋鶏卵（株）を連結対象に

価格は15年産比低下、数量は増加

前提条件



事業環境と今後の展望事業環境と今後の展望
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米穀の市場規模と単独の売上高

全国米穀の生産量と木徳神糧単独の売上高
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出所：全国米穀の生産量は農水省資料を基に当社作成。
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販売チャネル別売上高と構成比

販売チャネル別売上高(04年9月期単独）

量販 米穀卸売 米飯加工 外食 その他
0

100

200

300

400
単位：億円

販売チャネル構成比（単独）

44.6% 43.4%

28.1% 29.2%

12.3% 13.6%

10.5% 10.1%

4.5% 3.7%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

03年9月期 04年9月期
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米穀の入札取引価格の推移

全銘柄加重平均価格と落札数量

15,734

16,648
16,877

16,149

16,525

16,135

16,016

15,996

16,183

16,351

16,171

15,689

16,338

15,624

15,969

15,923

15,769
16,648

17,006

23,768
23,537

18,738

15,221

15,897

16,285

16,000

15,845

19,853

23,662

22,810

19,939
19,188

20,959

19,657

22,148

18,723
17,872

15,780
16,18616,562
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出所：コメ価格センター資料を基に当社作成。

８月 ９月 １０月 １２月 ２月 ４月 ６月 ９月 １０月 １２月 ２月 ４月 ６月 ９月 １０月 １２月 ２月 ４月 ６月 ９月 １０月

政府備蓄米の
放出が急増
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米穀事業の現状認識

外部要因

内部要因

売上総利益への影響

関連法の厳格化
品質・表示・環境

価格競争の激化・少子高齢化進行
・食事形態の変化

売上原価に占める原材料
比率が高い

改正食糧法施行
による生産・流通
における規制緩和

必需品消費財として
の主食市場の衰退

多品種・多頻度
少量の製造

入札制度による仕入

仕入価格の不安定

選択品消費財として
の米関連商品の
バリューの拡大

販売の自由化

指定産地・指定銘柄の
商品が多い

外国産米の取り扱い
・国内への輸入
・三国間貿易
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全体方針と基本戦略

全体方針

基本戦略

個別戦略

組織体制

お客様ニーズに応える競争力のある商品の提供を
通じて安定収益の確保を図る

マーケティング力の再生
による収益の拡大

企業体質の強化による
コストの低減×

グループ経営の推進と組織の簡素化

首都圏で新規開拓
西日本で販売強化

仕入の多様化
と管理の徹底

付加価値商品の
販売強化

投資・債務・在庫
人員・経費の管理徹底

製造の効率化
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マーケティング力の再生

当社の課題当社の課題

消費者起点消費者起点

競争力のある
商品

企画提案型
営業+

付加価値商品企画

機能性、簡便性
希少性、話題性

付加価値商品企画

機能性、簡便性
希少性、話題性

商品づくりの効率化

・製造・物流体制の再編
・仕入の複線化、多様化
・商品アイテムの絞込み
・管理コスト低減の促進

商品づくりの効率化

・製造・物流体制の再編
・仕入の複線化、多様化
・商品アイテムの絞込み
・管理コスト低減の促進

主食市場でのシェアの
維持と拡大

・首都圏で新規顧客の獲得
・西日本で販売拡大の促進

主食市場でのシェアの
維持と拡大

・首都圏で新規顧客の獲得
・西日本で販売拡大の促進

価格交渉力の向上価格交渉力の向上

新しい「ネウチ」の創造新しい「ネウチ」の創造
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企業体質の強化

製造効率化

主要内容

製造効率化

05年12月期計画

・製造アイテムの標準化による効果
・製造スペックの見直しによる改善
・製造人員の適正化による削減
・製造経費の見直しによる削減

２００百万円

主要内容

人件費の削減

05年12月期削減計画

４０百万円以上

業務効率化

主要内容

一般管理費削減

05年12月期削減計画

７０百万円以上

経費削減

総合計額 ３１０百万円以上

有利子負債の削減 １，０００百万円
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05年12月期の業績目標

主要項目

売上高

05年12月期連結計画

売上総利益

営業利益

経常利益

当期純利益

１０７，０００百万円

７，９００百万円

９７０百万円

６８０百万円

４９０百万円
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本資料のうち、業績予想等に記載されている各数値は、
現在入手可能な情報による判断および仮定に基づき算定
しており、判断や仮定に内在する不確定性および今後の
事業運営や内外の状況変化等による変動可能性に照らし、
実際の業績等と大きく異なる可能性があります。

将来の予測について


	無題

